
多面的機能支払交付金の
書類事務の注意点

京都府農地・水・環境保全向上対策協議会
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農業・農村の多面的機能とは？
農業・農村にはさまざまな働きがあります。

土砂崩れを防ぐ働き

農業・農村の多面的機能パンフレット（農林水産省）から引用



2

農業・農村の多面的機能とは？

地下水の涵養 河川の流れの安定

農業・農村の多面的機能パンフレット（農林水産省）から引用
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農業・農村の多面的機能とは？

農業・農村の多面的機能パンフレット（農林水産省）から引用

⚫ 生物のすみかになる。

⚫ 文化の継承

⚫ 体験学習や教育の場としての働き

⚫ 癒しや安らぎをもたらす働き
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農業・農村の現状

農業・農村の多面的機能パンフレット（農林水産省）から引用

農業・農村の多面的機能を守るためにできた制度の一つ
「多面的機能支払交付金」



5

多面的機能支払交付金とは？

多面的機能支払交付金のあらまし（農林水産省）から引用

農地維持支払交付金 資源向上支払交付金（共同）

資源向上支払交付金（長寿命化）
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多面的機能支払交付金の申請の流れ

①活動組織の設立
・事業計画の策定
・活動計画の策定
・設立総会の開催

②交付金の申請

③活動の報告
・実施状況報告
・活動記録
・金銭出納簿
・財産管理台帳

１年目のみ

毎年

毎年

活動内容や取組面積が変
更になった場合は、その
都度変更が必要です。

以下の資料は提出不要ですが保管が必要です。
・領収書
・総会資料
・総会議事録
・通帳

※市町から提出を求められた場合は提出が必要です。

通常総会
毎年開催する必要があり
ます。

活動記録・金銭出納簿
日頃から集計してくださ
い。



活動計画（農地維持支払）①

「事務・組織運営等に関する研修、機械
の安全使用に関する研修」は５年間に１
回以上受講してください。

必ず実施してください。

農道側溝とは、農道の雨水を流すための
水路であり、農業用の用水路でも、排水
路でもない水路を指します。

ため池がない場合は空欄にしてください。

記入例
毎年度全ての活動を実施します。
（研修、異常気象時の対応を除く）
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活動計画（農地維持支払）②

• 上で決めた目標や方針を
達成するために行う実際
の取組内容

• 毎年度必ず実施してくだ
さい。

５年の活動期間の中で、「地域資源保全管理構想」を必ず策定してください。

記入例
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• 活動の目標や方針を決め
るもの

「地域資源の適切な保全管理のための推進活動」の中身を決める
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地域資源保全管理構想とは
活動期間終了後も農道や水路等が適切に管理できるよう、
地域内の役割分担や協力体制を整理し、まとめたもの

① 地域で保全していく農用地及び施設
（対象とする範囲、数量・位置）

② 地域の共同活動で行う保全管理活動
（対象とする活動の内容）

③ 地域の共同活動の実施体制
（組織の構成員、意思決定方法、構成員の役割分担）

④ 地域農業の担い手農家の育成・確保
（担い手農家の育成・確保、農地の利用集積に係る現状及び目標）

⑤ 適切な保全管理に向けて取り組む活動・方策
（今後の課題、目指すべき姿、そのために取り組むべき活動・方策）

内容
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地域資源保全管理構想の作成方法①

①～③は活動計画書から記入します。

･･･

例

･･･
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地域資源保全管理構想の作成方法②

④、⑤は、地域内で話し合いをして作成します。
• 活動期間終了後５年程度を見通し作成
• 人・農地プラン（京力農場プラン）や市町が定めるビジョンで整理された農業
振興や担い手育成の方向を踏まえて作成

詳細は多面的機能支払交付金の活動の手引きをご覧ください。

例



活動計画（資源向上支払（共同））①

毎年度実施してください。

活動期間内に１回以上実施して
ください。

毎年度必ず実施してください。
（ため池がない場合、ため池の欄は
空欄にしてください）

１テーマ以上必ず策定してください。

記入例
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資源向上支払（共同）に取り組
む場合は、研修以外毎年必須の
活動です。



活動計画（資源向上支払（共同））②
記入例

地域住民等の農村環境保全活動への理解
を深めるために必須の活動です。
毎年度必ず実施してください。

多面的機能の増進を図る活動に取り組む
場合、中山間地域以外は必須の活動です。
毎年必ず実施してください。

実施する活動の活動番号と活動項目を選
択し記入してください。

実施する活動の活動番号と活動項目を選
択し記入してください。

13



活動計画（資源向上支払（長寿命化））

延長（km）で記入してくだ
さい。
kmで記入できないため池や
水路の枡などの場合のみ箇
所で記入してください。

直営施工の実施状況につい
て、該当するものに○(マ
ル)を記入してください。

記入例
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工事1件あたり200万円を超えてしまう場合は、別事業の活用を検討して
ください。



活動記録作成に係る注意点

金銭の支出の有無に関わらず、活動計画に位置付けた活動を全て記載します。

活動計画に位置付けた活動
の計画策定は必須活動です。
毎年度必ず実施してくださ
い。

点検・機能診断は必須活動
です。毎年度必ず実施して
ください。

総会は毎年必ず実施し、欠
席者がある場合は書面によ
り必ず周知をしてください。

・実施時間は0.5時間刻み
で記入してください。
・休憩時間は除くようにし
てください。

記入例
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活動の実施にあたっての注意点（金銭出納簿）
記入例

• 支出した日付（領収書
と同じ日付）を記入し
てください。

• 各項目は日付の早いも
のから記入してくださ
い。

• 領収書の日付と活動日
が異なる場合は活動日
をご記入ください。

• 農地維持・資源向上
（共同）の交付金を
使って長寿命化の活動
をした場合は、区分を
１にした上で長寿命化
への活用にマルをつけ
てください。

収入の合計＝支出の合計＋残高 16



持越金について

残高は次年度への持越金
となります。使途が不明
な持越となることがない
よう注意してください。
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• 持越ができるのは
①農地維持・資源向上(共同)：次年度の４～６月に必要な額
②資源向上(長寿命化)：長寿命化計画に位置付けた積立て

• 理由のない持越金が発生することがないよう注意してください。
• 交付金の使途に困った場合は、早めに役場・推進員までご相談
ください。

この集計表は、前ページ
に記入した区分により自
動的に集計されます。



領収書（レシート）の取り扱い
⚫ レシートを領収書の代わりとすることも可能です。

⚫ 領収書の宛名は、正式な活動組織名でもらってください。
※立て替え払いの場合

○組織名
×立て替えをする人の名前

⚫ 但書をなしとせず、内訳等の記載してもらうようにしてくださ
い。

⚫ 領収書は日付順に整理し、通し番号を振ってください。

⚫ 立て替え払いを行う場合は、領収書が２種類必要です。
①立て替えを行った人が店に支払をした際の領収書
②組織から立て替えを行った人に返金をした際の領収書
※金銭出納簿の日付は、②の領収書の日付にしてください。
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領収書（レシート）の取り扱い

⚫ ポイントを個人が取得することはできません。
個人がポイントを取得することがないよう、以下のような取り
扱いを検討してください。
• 現金を使う
• ポイントがついた場合は、立替金の返還の際にポイント分を
差し引く など

※組織内で合意を取るようにしてください。



実施状況報告書

記入例

記入例

計画書

報告書

• 計画書の計画状況と報
告書の計画欄が一致す
るようにしてください。

• 点検の結果、活動が不
要だった場合は実施欄
に×（バツ）を記入の
上、備考欄にそのこと
を記入してください。

• 計画に定めていない活動は、計画欄・実施欄
の両方にー（ハイフン）を記入してください。20



活動の注意点

① 活動期間は５年間が基本です。途中で一部の農地の活動をやめ
る場合は、その面積分の交付金を活動開始年度に遡って返還す
ることが必要になります。

②交付金の支出の対象とできるのは、認定農用地内の「保全管理
する施設」に位置付けられた施設のみです。

③日当は、面積基準ではなく日当で支給することが望ましいです。

④活動計画書は毎年作成し、毎年の取組が必須の活動は忘れずに
実施してください。
天候等の理由により必須活動を中止した場合は、別日の活動や
代替活動を必ず実施してください。
※必須活動をしていない場合、その年度の交付金を全て返還す
ることになります。
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活動の注意点

（続き）

⑤ 活動計画書は、実施する活動のみにマルを付けることが基本で
す。該当しないものに×などの記号は付けず、空欄としてくだ
さい。

⑥ 通常総会は毎年必ず開催してください。議事録を作成し、欠席
者へ書面で配布してください。

⑦ けがをした時のために、保険には必ず加入してください。
保険料は交付金から支出することが可能です。
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その他注意点
以下のことに交付金を活用することはできません。

①他事業の地元負担金への充当

②行政が管理している施設への支出
例）普段使っている道でも国道、府道、市道や町道にあたるもの

地域の景観維持が目的でも一級河川の法面の草刈り など

③公民館の維持管理費・修繕費や机・椅子などの備品の購入
• 多面的交付金を活用できるのは、多面的の活動に使うもののみ
です。

• 自治会活動など他の活動でも使うものには、交付金を使わない
でください。
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その他注意点

以下のことに交付金を活用することはできません。（続き）

④ 幼児や児童への日当の支出
• 幼児や児童の労働に対して日当（現金）を支払うことは不適切
です。

• 何か渡す場合は、文房具や図書カード等の「記念品」としてく
ださい。
※子供会等の団体あてでも、現金を支出することはできません。


